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第
百
二
十
八 

  
 

ト
レ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス 

   
 
 
 
 

一 
  

一
九
六
〇
年
代
の
後
半
、
産
業
界
と
国
民
は
産
業
復
興
を
最
優
先

に
し
た
ツ
ケ
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
工
場
が
垂
れ
流

し
に
し
た
化
学
物
質
が
河
川
や
海
を
汚
染
し
、
自
動
車
の
排
ガ
ス
が

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
を
生
み
出
し
た
。
海
や
川
で
捕
っ
た
魚
介
類
を
食

べ
て
、
な
ぜ
体
が
痛
み
骨
が
変
形
す
る
す
る
の
か
。
外
を
歩
い
て
い

る
だ
け
な
の
に
、
な
ぜ
眩
暈
（
め
ま
い
）
や
吐
き
気
が
起
こ
る
の
か
。 

 

こ
れ
を
人
々
は
「
公
害
」
と
呼
ん
だ
。 

 

野
放
図
に
増
や
し
た
自
動
車
が
人
を
撥
ね
、
電
柱
に
ぶ
つ
か
り
、

自
動
車
同
士
が
正
面
か
ら
衝
突
し
た
。
年
間
に
一
万
人
以
上
が
交
通

事
故
で
亡
く
な
る
よ
う
に
な
っ
た
。
小
学
生
の
低
学
年
は
目
立
つ
よ

う
に
、
と
い
う
配
慮
か
ら
黄
色
い
帽
子
を
被
ら
さ
れ
、
上
級
生
が
引

率
し
て
毎
朝
、
集
団
で
登
校
す
る
の
が
一
般
化
し
た
。 

 

ち
ょ
っ
と
し
た
交
差
点
に
も
信
号
と
横
断
歩
道
が
で
き
、
広
い
通

り
を
渡
る
た
め
に
歩
道
橋
と
い
う
非
文
化
的
な
鉄
の
浪
費
が
行
わ
れ

た
。
結
果
、
わ
た
し
た
ち
は
「
事
故
」
と
い
う
言
葉
を
取
り
違
え
て

使
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

交
通
事
故
の
多
く
は
人
災
で
あ
っ
て
、
偶
然
で
は
あ
り
得
な
い
。

こ
の
当
時
に
誕
生
し
た
新
語
「
交
通
戦
争
」
が
実
態
に
近
い
。 

 

教
育
の
分
野
で
も
同
じ
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
「
塾
」

と
い
え
ば
、
社
会
に
出
た
と
き
少
し
で
も
役
に
立
つ
よ
う
に
と
い
う

親
心
に
共
鳴
し
た
ソ
ロ
バ
ン
、
習
字
、
ピ
ア
ノ
、
剣
柔
道
、
英
会
話

な
ど
を
指
し
て
い
た
。
そ
れ
は
江
戸
・
文
化
文
政
以
来
の
寺
子
屋
の

延
長
線
上
に
あ
っ
た
、 

 

一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
「
学
習
塾
」
と
い
う
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

が
誕
生
し
た
。「
受
験
戦
争
」
と
い
う
言
葉
が
、
何
の
疑
い
も
な
く

使
わ
れ
、
学
校
教
育
と
は
別
の
場
所
で
受
験
用
の
教
育
―
―
受
験
テ

ク
ニ
ッ
ク
の
講
習
―
―
が
行
わ
れ
た
。 

 

政
治
の
世
界
で
は
、
戦
後
復
興
の
舵
を
取
っ
た
政
治
家
が
雲
上
人

に
な
っ
て
ふ
ん
ぞ
り
返
り
、
首
相
派
閥
の
族
議
員
が
平
氏
一
門
の
ご

と
く
権
勢
を
振
る
っ
た
。
経
済
や
金
融
、
社
会
の
政
策
が
官
僚
に
委

ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

以
後
、
こ
れ
は
筆
者
の
個
人
的
な
感
想
だ
が
、
田
中
角
栄
を
最
後

に
、
こ
の
国
は
自
分
の
言
葉
で
話
が
で
き
、
手
と
足
で
行
動
で
き
る

政
治
家
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 
た
だ
一
人
、
美
濃
部
亮
吉
と
い
う
経
済
学
者
が
い
る
。
太
平
洋
戦

争
の
前
、「
天
皇
機
関
説
」
で
物
議
を
か
も
し
た
美
濃
部
達
吉
の
子

息
で
あ
っ
て
、
一
九
〇
四
年
東
京
に
生
ま
れ
た
。
東
京
帝
国
大
学
で
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は
大
内
兵
衛
に
師
事
し
て
マ
ル
ク
ス
経
済
学
を
学
び
、
第
二
次
大
戦

後
は
毎
日
新
聞
論
説
委
員
、
吉
田
茂
に
請
わ
れ
て
内
閣
統
計
委
員
会

事
務
局
長
、
行
政
管
理
庁
統
計
基
準
局
長
な
ど
を
務
め
た
。 

 

六
七
年
の
東
京
都
知
事
選
は
、
自
民
党
が
推
す
現
職
の
東
龍
太
郎

と
の
一
騎
打
ち
と
な
り
、
こ
の
と
き
社
会
・
共
産
の
野
党
連
合
が
実

現
し
た
。
そ
の
推
進
母
体
と
な
っ
た
「
明
る
い
革
新
都
政
を
つ
く
る

会
」
が
、〝
革
新
〞
を
名
乗
っ
た
最
初
だ
っ
た
。「
東
京
燃
ゆ
」
と
称

さ
れ
た
激
戦
を
制
し
、
以
後
、
三
期
十
二
年
の
美
濃
部
都
政
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。 

 

戦
後
の
「
野
党
」
と
は
、
す
な
わ
ち
労
働
者
に
支
持
層
を
求
め
て

い
た
。
そ
れ
が
、
大
都
市
に
住
み
暮
す
市
民
の
参
加
を
得
て
〝
革
新
〞

に
な
っ
た
。「
シ
ビ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
計
画
」「
地
方
政
府
論
」
は
現
在

も
有
効
な
施
策
で
あ
っ
て
、
市
民
運
動
を
政
治
力
に
結
集
し
た
功
績

は
、
現
今
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
事
業
法
人
）
の
先
駆
と
し
て
評
価
さ

れ
て
い
い
。
八
〇
年
参
院
議
員
と
な
り
、
八
四
年
十
二
月
没
。
享
年

八
十
。 

  

世
相
を
見
る
上
で
、
し
ば
し
ば
歌
謡
曲
が
指
標
と
し
て
使
わ
れ
る
。

筆
者
も
同
様
の
手
法
を
採
用
す
る
。
だ
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
広

告
宣
伝
や
映
画
が
重
要
な
役
割
を
担
い
始
め
る
。
電
通
が
作
成
し
た

「
消
費
者
ト
レ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
広
告
景
気
年
表
」
が
参
考
に
な
る
。 

 

 

一
九
六
六
年 

・
Ｃ
Ｍ
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー 

太
陽
に
愛
さ
れ
よ
う
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
カ

ー
の
ト
ヨ
タ
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
／
２
キ
ロ
に
１
店
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

／
早
朝
会
議
に
き
ょ
う
で
か
け
ま
す
／
縞
は
三
歳
ト
ク
を
す
る
／
ウ

チ
の
テ
レ
ビ
に
ゃ
色
が
な
い
／
わ
た
し
っ
て
ダ
メ
ね
。 

・
テ
レ
ビ
番
組 

お
は
な
は
ん
／
源
義
経
／
ふ
る
さ
と
の
歌
ま
つ
り

／
ラ
ッ
ト
・
パ
ト
ロ
ー
ル
／
銭
形
平
次
／
バ
ッ
ト
マ
ン
／
わ
ん
ぱ
く

フ
リ
ッ
パ
ー
／
若
者
た
ち
／
真
田
幸
村
／
ザ
・
ガ
ー
ド
マ
ン
／
ウ
ル

ト
ラ
Ｑ
／
奥
さ
ま
は
魔
女
／
宇
宙
家
族
ロ
ビ
ン
ソ
ン
／
お
そ
松
く
ん

／
魔
法
使
い
サ
リ
ー
／
ハ
ニ
ー
に
お
ま
か
せ
／
か
わ
い
い
魔
女
ジ
ニ

ー ・
流
行
語 

黒
い
霧
／
マ
ッ
チ
・
ポ
ン
プ
／
核
の
傘
／
物
価
戦
争
／

三
食
昼
寝
付
き
／
生
活
か
か
っ
ち
ゃ
っ
て
っ
か
ら
ね
／
新
三
種
の
神

器
／
世
の
中
ま
ち
が
っ
て
る
よ
／
い
ろ
い
ろ
あ
ら
ァ
な
／
び
っ
く
り

し
た
な
ー
も
う
／
ダ
ヨ
ー
ン
／
ボ
ク
ァ
し
あ
わ
せ
だ
な
ァ
。 

・
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー 

黒
い
雨
／
沈
黙
／
青
梅
雨 

・
歌
謡
曲 

夢
は
夜
開
く
／
絶
唱
／
霧
氷
／
空
に
星
が
あ
る
よ
う
に

／
赤
い
風
船
／
君
と
い
つ
ま
で
も
／
骨
ま
で
愛
し
て
／
バ
ラ
が
咲
い

た
／
悲
し
い
酒
／
星
の
フ
ラ
メ
ン
コ
／
こ
ま
っ
ち
ゃ
う
な
／
想
い
出

の
渚 

・
映
画 
戦
争
と
平
和
／
０
０
７
サ
ン
ダ
ー
ボ
ー
ル
作
戦
／
メ
リ

ー
・
ポ
ピ
ン
ズ 
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六
月
二
十
九
日
に
初
来
日
し
た
ビ
ー
ト
ル
ズ
は
七
月
二
日
ま
で
日

本
に
滞
在
し
、
そ
の
間
、
東
京
・
九
段
の
日
本
武
道
館
で
五
回
の
公

演
を
行
っ
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
柔
道
の
最
終
会
場
で
あ
り
、

毎
年
八
月
に
戦
没
者
慰
霊
式
典
が
行
わ
れ
る
厳
粛
な
る
べ
き
場
所
で
、

ジ
ャ
カ
ジ
ャ
カ
と
う
る
さ
い
だ
け
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
、
世
間
で
は
や
や
戸
惑
い
が
あ
っ
た
。 

 

イ
ギ
リ
ス
の
港
町
リ
バ
プ
ー
ル
で
結
成
さ
れ
た
四
人
組
が
レ
コ
ー

ド
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
の
は
、
六
二
年
の
十
月
五
日
だ
っ
た
。

「
ラ
ヴ
・
ミ
ー
・
ド
ゥ
」
が
そ
れ
で
あ
る
。 

 

四
人
の
メ
ン
バ
ー
は
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
（John Lennon

／
リ
ズ

ム
・
ギ
タ
ー
）、
ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ
ー
ト
ニ
ー
（Paul M

aCartney

／
ベ
ー
ス
）、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
リ
ス
ン
（Jeorge H

arrison

／
リ
ー

ド
・
ギ
タ
ー
）、
リ
ン
ゴ
・
ス
タ
ー
（Ringo Starr
／
ド
ラ
ム
ス
）。 

 

一
九
七
〇
年
に
解
散
す
る
ま
で
、
公
式
に
発
表
さ
れ
た
二
百
十
曲

の
う
ち
、
圧
倒
的
な
数
を
ジ
ョ
ン
と
ポ
ー
ル
が
作
曲
し
た
。 

 

長
髪
。 

 

と
い
う
も
の
が
、〝
不
良
〞
の
徴
（
し
る
し
）
と
さ
れ
た
時
代
だ

っ
た
。 

 

最
初
は
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
の
大
音
響
に
負
け
じ
と
ば
か
り
、
マ
イ
ク

を
舐
め
る
よ
う
に
が
な
り
た
て
る
唄
い
方
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、「
ミ

シ
ェ
ル
」「
イ
エ
ス
タ
デ
イ
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ラ
イ
ン
の
美
し
さ
が
見

直
さ
れ
た
。
海
外
の
人
気
タ
レ
ン
ト
が
少
し
落
ち
目
に
な
る
と
日
本

で
荒
稼
ぎ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
最
初
で
も
あ
っ
た
。 

 

羽
田
空
港
に
着
い
た
四
人
は
、
祭
り
半
纏
を
着
て
タ
ラ
ッ
プ
を
降

り
た
。
日
本
の
フ
ァ
ン
に
媚
び
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
分

か
っ
て
は
い
た
が
、
そ
れ
で
も
何
と
い
っ
て
も
ビ
ー
ト
ル
ズ
だ
っ
た
。 
 

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
の
ブ
ー
ム
が
起
き
た
。

ジ
ャ
ッ
キ
ー
吉
川
と
ブ
ル
ー
コ
メ
ッ
ツ
、
ザ
・
ス
パ
イ
ダ
ー
ス
、
ワ

イ
ル
ド
・
ワ
ン
ズ
な
ど
が
結
成
さ
れ
、
一
方
、
ア
ン
チ
体
制
派
の
若

者
は
「
花
は
ど
こ
へ
い
っ
た
」（
ジ
ョ
ー
ン
・
バ
エ
ズ
）
な
ど
ア
メ

リ
カ
の
反
戦
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
。 

 

出
版
界
で
は
全
集
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
た
。『
カ
ラ
ー
版
世
界

文
学
全
集
』（
河
出
書
房
新
社
）、『
世
界
文
学
全
集
』（
筑
摩
書
房
）、

『
世
界
の
名
著
』（
中
央
公
論
社
）、『
現
代
日
本
文
学
館
』（
文
藝
春

秋
）、『
日
本
文
学
全
集
』（
集
英
社
）
な
ど
で
あ
る
。 

 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
ク
レ
ー
ジ
ュ
」「
タ
ー
ト
ル
・
ル
ッ
ク
」

「
カ
ル
ダ
ン
紳
士
服
」「
ビ
ビ
ッ
ド
・
ト
ー
ン
」「
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
」

「
ミ
リ
タ
リ
ー
・
ル
ッ
ク
」
な
ど
が
流
行
し
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

一
九
六
七
年 

・
Ｃ
Ｍ
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー 

音
速
出
張
／
大
き
い
こ
と
は
い
い
こ
と
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だ
／
１
部
屋
２
あ
か
り
３
コ
ン
セ
ン
ト
／
今
夜
は
あ
っ
た
か
い
シ
チ

ュ
ー
で
す
／Play 

N
ow

! 
Pay 

Later!

／
Ｍ
Ｇ
５
／
ど
れ
く
ら
い

短
く
し
ま
す
か
―
伊
勢
丹
は
２
セ
ン
チ
で
す
／
ヒ
ザ
の
上
に
も
の
る

ミ
ニ
タ
イ
プ
で
す
が 

・
テ
レ
ビ
番
組 
旅
路
／
み
だ
れ
髪
／
放
浪
記
／
こ
れ
が
青
春
だ
／

あ
い
つ
と
わ
た
し
／
意
地
悪
ば
あ
さ
ん
／
光
速
エ
ス
パ
ー
／
怪
獣
ブ

ー
ス
カ
／
「
青
春
の
条
件
／
太
陽
の
あ
い
つ
／
ト
ッ
ポ
ジ
ー
ジ
ョ
／

お
昼
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
シ
ョ
ー
／
マ
グ
マ
大
使
／
ス
パ
イ
大
作
戦
／
結

婚
志
願
／
風
流
寄
席
／
忍
者
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
／
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー 

・
流
行
語 

戦
無
派
／
昭
和
元
禄
／
核
家
族
／
マ
イ
カ
ー
族
／
フ
ー

テ
ン
／
ヒ
ッ
ピ
ー
／
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
／
ガ
バ
チ
ョ
／
ボ
イ
ン
／
バ
ハ

ハ
ー
イ
／
ケ
ロ
ヨ
ー
ン
。 

・
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー 

華
岡
青
洲
の
妻
／
ま
ぼ
ろ
し
の
邪
馬
台
国
／
徳

川
の
夫
人
た
ち 

・
歌
謡
曲 

ブ
ル
ー
シ
ャ
ト
ー
／
世
界
は
二
人
の
た
め
に
／
小
指
の

思
い
出
／
夜
霧
よ
今
夜
も
有
難
う
／
君
こ
そ
わ
が
命
／
新
宿
ブ
ル
ー

ス
／
知
り
た
く
な
い
の
／
小
樽
の
ひ
と
よ
／
帰
っ
て
き
た
ヨ
ッ
パ
ラ

イ ・
映
画 

風
と
共
に
去
り
ぬ
／
夕
陽
の
ガ
ン
マ
ン
／
お
し
ゃ
れ
泥
棒

／
日
本
の
い
ち
ば
ん
長
い
日
／
伊
豆
の
踊
り
子 

  

歌
謡
界
で
は
引
き
続
き
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
が
ブ
ー
ム
だ
っ
た
。

タ
イ
ガ
ー
ス
、
テ
ン
プ
タ
ー
ズ
、
カ
ー
ナ
ビ
ー
ツ
、
オ
ッ
ク
ス
、
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
・
シ
ン
ガ
ー
ズ
と
い
っ
た
第
二
陣
の
グ
ル
ー
プ
が
デ
ビ
ュ

ー
し
た
。
テ
レ
ビ
番
組
「
大
学
対
抗
バ
ン
ド
合
戦
」
が
人
気
を
集
め

た
の
は
、
こ
の
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
そ
れ
を
見
な
が
ら

「
福
助
企
業
対
抗
芸
能
合
戦
」
と
い
う
の
を
思
い
出
し
た
記
憶
が
あ

る
。 

 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
向
け
漫
画
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
た
の
も
こ
の
年
だ
っ

た
。「
漫
画
ア
ク
シ
ョ
ン
」「
ヤ
ン
グ
コ
ミ
ッ
ク
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

少
年
漫
画
雑
誌
に
は
「
天
才
バ
カ
ボ
ン
」「
柔
道
一
直
線
」「
夕
や
け

番
長
」「
田
舎
っ
ぺ
大
将
」「
も
ー
れ
つ
ア
太
郎
」「
無
用
之
介
」「
パ

ー
マ
ン
」「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
な
ど
が
人
気
を
集
め
て
い
た
。 

 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
石
津
謙
介
の
「
Ｊ
Ｕ
Ｎ
」「
Ｖ
Ａ
Ｎ
」「
モ
ッ

ズ
ル
ッ
ク
」「
メ
キ
シ
カ
ン
・
ル
ッ
ク
」
が
流
行
し
、
ミ
ニ
ス
カ
ー

ト
の
流
行
で
パ
ン
テ
ィ
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
が
売
れ
に
売
れ
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

一
九
六
八
年 

・
Ｃ
Ｍ
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー 

ワ
ン
パ
ク
で
も
い
い 

た
く
ま
し
く
育

っ
て
ほ
し
い
／
ひ
と
味
ち
が
い
ま
す
／
見
え
る
見
え
る
／
お
正
月
を

写
そ
う
。 

・
テ
レ
ビ
番
組 
明
日
こ
そ
／
龍
馬
が
行
く
／
連
想
ゲ
ー
ム
／
お
昼
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の
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
／
巨
人
の
星
／
肝
っ
玉
か
あ
さ
ん
／
キ
ッ
ク
ボ
ク

シ
ン
グ
／
お
昼
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
シ
ョ
ー
／
３
時
の
あ
な
た
／
ア
フ
タ

ヌ
ー
ン
シ
ョ
ー
／
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
／
「
女
子
プ
ロ
レ
ス
／
ロ
ー
ラ

ー
ゲ
ー
ム 

・
流
行
語 
と
め
て
く
れ
る
な
お
っ
か
さ
ん
／
ノ
ン
ポ
リ
／
ゲ
バ
棒

／
エ
ン
プ
ラ
／
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
／
サ
イ
ケ
／
ハ
レ
ン
チ
／
タ
レ
ン

ト
候
補
／
ズ
ッ
コ
ケ
／
指
圧
の
こ
こ
ろ
は
母
ご
こ
ろ
／
夜
明
け
の
コ

ー
ヒ
ー 

・
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー 

竜
馬
が
ゆ
く
／
頭
の
体
操
／
ど
く
と
る
マ
ン
ボ

ウ
青
春
記 

・
流
行
歌 

天
使
の
誘
惑
／
あ
な
た
の
ブ
ル
ー
ス
／
恋
の
季
節
／
星

影
の
ワ
ル
ツ
／
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
サ
イ
レ
ン
ス
／
花
の
首
飾
り
／

銀
河
の
ロ
マ
ン
ス 

・
映
画 

卒
業
／
猿
の
惑
星
／
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
／
ロ
ミ
オ
と

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
／
白
い
恋
人
た
ち
／
俺
た
ち
に
明
日
は
な
い
／
ク
レ

ー
ジ
ー
・
メ
キ
シ
コ
大
作
戦
／
座
頭
市
喧
嘩
太
鼓
／
黒
部
の
太
陽
／

緋
牡
丹
博
徒 

  

前
年
に
始
ま
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
向
け
漫
画
雑
誌
は
出
版
界
に
ブ

ー
ム
を
起
こ
し
て
い
た
。「
月
刊
漫
画
ゴ
ラ
ク
」、「
月
刊
ビ
ッ
グ
コ

ミ
ッ
ク
」、「
月
刊
プ
レ
イ
コ
ミ
ッ
ク
」
が
創
刊
さ
れ
、
駅
売
り
週
刊

誌
の
色
合
い
が
一
変
し
た
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
五
〇
年
代
に
「
少
年
」

「
冒
険
王
」「
マ
ン
ガ
王
」
な
ど
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、「
少
年

マ
ガ
ジ
ン
」「
少
年
サ
ン
デ
ー
」
を
経
て
、
そ
の
ま
ま
マ
ン
ガ
の
第

一
世
代
と
し
て
社
会
人
に
な
っ
た
わ
け
だ
っ
た
。 

 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
は
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
が
ピ
ー
ク
を
終
え
、
そ
の
反

動
で
「
ミ
デ
ィ
」「
マ
キ
シ
」
が
流
行
し
た
。
一
方
で
や
や
エ
キ
セ

ン
ト
リ
ッ
ク
な
若
者
た
ち
は
「
サ
イ
ケ
」「
ヒ
ッ
ピ
ー
ス
タ
イ
ル
」、

ノ
ー
マ
ル
を
自
認
す
る
若
者
は
「
タ
ー
ト
ル
・
ル
ッ
ク
」
や
「
カ
ジ

ュ
ア
ル
・
ル
ッ
ク
」
と
い
う
の
が
一
般
だ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

四 
 

一
九
六
九
年 

・
Ｃ
Ｍ
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー 

は
っ
ぱ
ふ
み
ふ
み
／
Ｏ
ｈ
！ 

モ
ー
レ

ツ
／
ス
カ
ッ
と
さ
わ
や
か
／
痛
快
ま
る
か
じ
り
／
違
い
の
わ
か
る
男 

・
テ
レ
ビ
番
組 

信
子
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
／
天
と
地
と
／
「
巨
泉
・

前
武
ゲ
バ
ゲ
バ
90
分
！
／
コ
ン
ト55

号
！
裏
番
組
を
ブ
ッ
飛
ば
せ

／
８
時
だ
ヨ
！
全
員
集
合
／
Ｔ
Ｖ
ジ
ョ
ッ
キ
ー
歌
の
星
座
／
水
戸
黄

門
／
サ
イ
ン
は
Ｖ
／
七
人
の
刑
事
／
「
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
フ
ジ
／
ム
ー

ミ
ン
／
サ
ザ
エ
さ
ん
／
宇
宙
大
作
戦 

・
流
行
語 

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ア
ニ
マ
ル
／
ニ
ャ
ロ
メ
／
水
平
思
考
／

あ
っ
と
驚
く
タ
メ
ゴ
ロ
ー
／
や
っ
た
ぜ
ベ
イ
ビ
ー
／
あ
な
た
好
み
／

オ
ヨ
ビ
で
な
い
／
夜
明
け
は
近
い
／
サ
ヨ
ナ
ラ
の
総
括 
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・
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー 

天
と
地
と
／
赤
頭
巾
ち
ゃ
ん
気
を
つ
け
て
／
さ

び
し
い
王
様 

・
流
行
歌 

い
い
じ
ゃ
な
い
の 

幸
せ
な
ら
ば
／
夜
と
朝
の
あ
い
だ

に
／
夜
明
け
の
ス
キ
ャ
ッ
ト
／
港
町
ブ
ル
ー
ス
／
池
袋
の
夜
／
禁
じ

ら
れ
た
恋
／
長
崎
は
今
日
も
雨
だ
っ
た
／
時
に
は
母
の
な
い
子
の
よ

う
に
／
グ
ッ
ド
ナ
イ
ト
・
ベ
イ
ビ
ー
／
風
／
花
嫁
／
人
形
の
家
／
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
・
ヨ
コ
ハ
マ
／
白
い
ブ
ラ
ン
コ
／
恋
の
奴
隷
／
真
夜
中

の
ギ
タ
ー
／
ひ
と
り
寝
の
子
守
唄
／
坊
や
大
き
く
な
ら
な
い
で
／
遠

い
世
界
に 

・
映
画 

ウ
エ
ス
ト
・
サ
イ
ド
物
語
／
荒
鷲
の
要
塞
／
新
網
走
番
外

地
・
流
人
岬
の
決
闘
／
男
は
つ
ら
い
よ 

  

隔
週
刊
の
漫
画
雑
誌
「
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
」
で
さ
い
と
う
た
か
お

の
「
ゴ
ル
ゴ
13
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、〔
コ
ミ
ッ
ク
〕
と
い
う
新
し
い

ジ
ャ
ン
ル
が
固
ま
っ
た
。
週
刊
ポ
ス
ト
が
「
花
の
係
長
」
の
連
載
を

始
め
た
の
は
、
こ
の
年
の
十
一
月
だ
っ
た
。
少
年
漫
画
で
は
「
ハ
レ

ン
チ
学
園
」
が
少
年
た
ち
の
性
的
好
奇
心
を
煽
る
と
い
う
理
由
で
社

会
問
題
化
し
、
一
方
で
は
「
お
ろ
ち
」「
キ
ッ
カ
イ
く
ん
」
な
ど

〔
怪
奇
モ
ノ
〕
が
流
行
し
た
。 

 

若
い
女
性
た
ち
の
間
で
は
「
ア
ー
ル
デ
コ
」「
シ
ー
ス
ル
ー
」「
パ

ン
タ
ロ
ン
」「
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
・
ル
ッ
ク
」「
ユ
ニ
セ
ッ
ク
ス
」
が
流

行
り
、「
マ
キ
シ
コ
ー
ト
」「
ブ
ー
ツ
」
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
。 

 

東
大
安
田
講
堂
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
反
戦
・
反
体
制
を
訴
え
る

若
者
た
ち
は
街
に
出
て
行
っ
た
。
ア
ン
グ
ラ
劇
場
「
天
井
桟
敷
」
の

主
宰
者
で
若
者
か
ら
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
い
た
寺
山
修
二
が
唱
え

た
「
書
を
捨
て
よ
、
町
に
出
よ
う
」
が
強
い
動
機
付
け
を
与
え
た
。 

 

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
は
「
バ
ラ
が
咲
い
た
」「
こ
の
広
い
野
原
い
っ

ぱ
い
」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
ホ
ノ
ボ
ノ
路
線
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
・

ソ
ン
グ
に
変
化
し
、
東
京
・
新
宿
の
西
口
広
場
で
毎
週
土
曜
日
に
始

ま
っ
た
「
反
戦
フ
ォ
ー
ク
集
会
」（
新
宿
フ
ォ
ー
ク
ゲ
リ
ラ
）
で
は

「
自
衛
隊
に
入
ろ
う
」
や
「
友
よ
」
が
し
ば
し
ば
歌
わ
れ
た
。 

 

ち
な
み
に
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
沖
縄
を
唄
っ
た
「
さ
と
う
き
び

畑
」
は
六
七
年
に
発
表
さ
れ
、
六
九
年
に
森
山
良
子
がT

BS

の
深

夜
放
送
「
パ
ッ
ク
・
イ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
で
初
め
て
全
国
に
紹

介
し
た
。 

♫ 

ざ
わ
わ
・
ざ
わ
わ
・
ざ
わ
わ
…
…
で
始
ま
る
静
か
な
、
七
分
以
上

も
あ
る
長
い
メ
ロ
デ
ィ
が
終
わ
っ
た
と
き
、
言
い
知
れ
ぬ
深
い
思
い

が
こ
み
上
げ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。 

 

反
戦
フ
ォ
ー
ク
集
会
に
つ
い
て
、
の
ち
の
報
道
に
は
誤
り
が
あ
る
。

唄
わ
れ
た
の
は
反
戦
歌
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。 

 
「
ア
ザ
ミ
の
唄
」「
浜
千
鳥
」「
琵
琶
湖
就
航
歌
」「
桜
貝
の
唄
」

「
冬
の
星
座
」「
浜
辺
の
唄
」
な
ど
、
歌
声
喫
茶
の
定
番
ソ
ン
グ
も

唄
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
単
に
音
楽
的
嗜
好
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
。

グ
ル
ー
プ
・
サ
ウ
ン
ド
で
あ
れ
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
で
あ
れ
、
多
く
は
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商
業
主
義
の
匂
い
が
し
た
。 

 
歌
声
喫
茶
系
の
唄
は
、
そ
の
場
に
参
加
す
る
全
員
が
声
を
合
わ
せ

る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
共
同
幻
想
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

お
そ
ら
く
現
今
の
「
バ
ザ
ー
ル
モ
デ
ル
」
を
ベ
ー
ス
と
す
る
オ
ー
プ

ン
ソ
ー
ス
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
共
同
幻
想
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
だ
が
そ
れ
こ
そ
が
価
値
と
い
う
も
の
の
本
質
で
も
あ
る

こ
と
に
、
多
く
の
人
が
気
づ
い
て
い
た
。 

 

「
友
よ
」
を
作
っ
た
の
は
、
岡
林
信
康
と
い
う
青
年
で
あ
る
。
牧

師
の
家
に
生
ま
れ
、
清
貧
で
あ
る
こ
と
、
お
の
れ
を
偽
ら
な
い
こ
と
、

人
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
、
常
に
底
辺
の
人
々
と
と
も
に
あ
る
こ
と
を
、

自
身
に
課
せ
ら
れ
た
義
務
と
信
じ
、
そ
れ
を
演
じ
続
け
る
役
割
な
の

か
も
し
れ
な
い
と
疑
い
つ
つ
唄
う
こ
と
が
、
強
い
負
い
目
と
も
な
っ

た
。 

 

「
ガ
イ
コ
ツ
の
唄
」「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
ア
ッ
プ
リ
ケ
」「
手
紙
」

「
山
谷
ブ
ル
ー
ス
」「
わ
た
し
た
ち
の
望
む
も
の
は
」「
今
日
を
越
え

て
」「
そ
れ
で
自
由
に
な
っ
た
の
か
い
」
―
―
彼
が
創
り
出
す
唄
は
、

彼
の
精
神
の
き
し
み
だ
っ
た
。 

 

〝
反
戦
フ
ォ
ー
ク
の
旗
手
〞
に
祭
り
上
げ
ら
れ
た
と
き
、
彼
は
唄

う
こ
と
を
止
め
た
。
代
表
作
「
友
よ
」
は
、
岡
林
自
ら
が
編
集
し
た

レ
コ
ー
ド
の
最
後
に
、
ま
る
で
木
霊
の
よ
う
に
、
歌
詞
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
が
聞
き
取
れ
な
い
ほ
ど
ぼ
や
け
て
い
る
。 
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学
習
塾 
江
戸
時
代
の
寺
子
屋
、
幕
末
の
私
塾
な
ど
歴
史
は
古
い
が
、
現
在

い
う
学
習
塾
の
原
点
は
戦
後
団
塊
世
代
が
受
験
期
を
迎
え
た
一
九
六
〇
年
代

に
発
生
し
た
。
当
初
は
中
学
校
や
高
校
の
引
退
教
師
が
自
宅
で
補
習
教
室
を

開
い
て
い
た
が
、
そ
れ
が
大
学
受
験
に
失
敗
し
た
受
験
生
向
け
の
予
備
校
と

結
び
つ
い
た
。
河
合
塾
、
駿
台
予
備
校
、
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
い
っ
た
予

備
校
の
ほ
か
、
Ｚ
会
に
代
表
さ
れ
る
通
信
添
削
型
、
旺
文
社
の
全
国
模
擬
試

験
な
ど
「
受
験
産
業
」
が
形
成
さ
れ
た
。
一
九
八
八
年
に
は
通
産
省
認
可
の

社
団
法
人
・
全
国
学
習
塾
協
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。 

ジ
ョ
ー
ン
・
バ
エ
ズ 

Joan Baez

／
１
９
４
１
〜 

：
ボ
ス
ト
ン
大
学
在
学

中
に
ギ
タ
ー
で
作
詞
作
曲
し
自
ら
歌
う
「
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
＆
ラ
イ
タ
ー
」

の
先
駆
と
な
っ
た
。
一
九
五
九
年
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
ク
・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
真
っ
赤
な
霊
柩
車
で
乗
り
つ
け
て
反
戦
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
伸
び

の
あ
る
ソ
プ
ラ
ノ
が
聴
衆
を
魅
了
し
、
た
ち
ま
ち
「
フ
ォ
ー
ク
の
女
王
」
と

な
っ
た
。初
期
は「
ド
ン
ナ
・
ド
ン
ナ
」（
ド
ナ
ド
ナ
）、「
朝
日
の
あ
た
る
家
」、

「
風
に
吹
か
れ
て
」
と
い
っ
た
情
緒
的
な
歌
が
中
心
だ
っ
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
が
泥
沼
化
し
た
六
〇
年
代
、反
戦
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
こ
め
た「W

e Shall 
O
vercom

e

」（
ウ
ィ
・
シ
ャ
ル
・
オ
ー
バ
ー
・
カ
ム
：
勝
利
を
我
ら
に
）
と

い
っ
た
歌
が
多
く
な
っ
た
。
六
七
年
一
月
に
初
の
来
日
公
演
を
行
い
、
押
し

か
け
た
聴
衆
に
「
自
分
は
歌
手
で
あ
る
よ
り
も
ま
ず
人
間
。
次
に
平
和
主
義

者
」
と
訴
え
た
。 

さ
い
と
う
た
か
を 

１
９
３
６
〜
２
０
２
１
。本
名
は「
斉
藤
隆
夫
」。大
阪
・

堺
に
生
ま
れ
家
業
の
理
髪
店
を
手
伝
い
な
が
ら
漫
画
家
を
目
指
し
た
。
一
九

五
五
年
『
空
気
男
爵
』（
日
の
丸
文
庫
）
で
デ
ビ
ュ
ー
し
貸
本
向
け
漫
画
本
で

生
計
を
立
て
た
。
五
九
年
「
劇
画
」
と
い
う
言
葉
を
創
出
し
て
旧
来
の
漫
画

と
一
線
を
画
し
、
六
〇
年
さ
い
と
う
プ
ロ
を
起
こ
し
て
分
業
に
よ
る
量
産
体

制
を
敷
い
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
向
け
コ
ミ
ッ
ク
誌
の
興
隆
で
『
無
用
ノ
介
』

『
ゴ
ル
ゴ
13
』
な
ど
ヒ
ッ
ト
作
を
立
て
続
け
に
出
し
た
。 

寺
山
修
司 

て
ら
や
ま
・
し
ゅ
う
じ
／
１
９
３
５
〜
１
９
８
３
。
青
森
県
に

生
ま
れ
早
く
か
ら
俳
句
、
短
歌
に
才
能
を
発
揮
し
た
。
一
九
五
四
年
早
稲
田

大
学
の
学
生
だ
っ
た
と
き
、「
短
歌
研
究
」
新
人
賞
を
受
け
て
歌
壇
に
デ
ビ
ュ

ー
、
六
〇
年
代
に
劇
作
家
・
演
出
家
の
道
に
入
っ
た
。
六
七
年
劇
団
「
天
井

桟
敷
」
を
結
成
し
虚
構
と
現
実
と
の
交
錯
を
描
い
て
反
戦
運
動
組
織
や
三
派

全
学
連
の
学
生
ら
に
圧
倒
的
な
支
持
を
得
た
。
青
森
訛
り
が
抜
け
な
い
こ
と

を
当
人
は
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
朴
訥
な
口
調
が
ま
た
魅
力
で

も
あ
っ
た
。 

さ
と
う
き
び
畑 

作
詞
・
作
曲
：
寺
島
尚
彦
。
沖
縄
を
旅
し
た
寺
島
が
海
の

見
え
る
さ
と
う
き
び
畑
で
風
の
中
に
沖
縄
戦
犠
牲
者
の
悲
鳴
や
怒
号
、
砲
弾

の
飛
び
交
う
音
を
聞
い
た
。
一
九
六
七
年
に
初
演
さ
れ
、
六
九
年
に
森
山
良

子
に
よ
り
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
「
ざ
わ
わ
」
が
六
十

六
回
も
繰
り
返
さ
れ
、
演
奏
時
間
が
十
分
を
超
え
る
大
作
だ
っ
た
た
め
商
業

主
義
の
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
放
送
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。 
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